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平成 31 年 4 月 25 日 

報道機関 各位 

国立大学法人 山梨大学 

特定非営利活動法人 甲斐けもの社中 

 

熱赤外線カメラ搭載小型UAV支援によるニホンジカ捕獲に国内で初めて成功 
―個体数調査にとどまらない実務上の効率的・安全な捕獲技術確立に向けて前進― 

 

【研究に関するお問い合わせ先】 
国立大学法人山梨大学 大学院総合研究部 

助教  馬籠  純 E-mail: magome@yamanashi.ac.jp    TEL: 055-220-8728 
特定非営利活動法人 甲斐けもの社中 

理事長 山本 圭介 E-mail: yamamoto@kai-kemono.org TEL: 055-269-6210 

【広報担当】 

国立大学法人山梨大学 総務部総務課広報企画室 
E-mail: koho@yamanashi.ac.jp  TEL: 055-220-8006  

山梨大学大学院総合研究部の馬籠純助教と特定非営利活動法人甲斐けもの社中

の山本圭介理事長らの共同研究グループ（※）は、熱赤外線カメラを搭載した小型

UAV（本学の機器も寄与）を用いて、捕獲現場でのニホンジカ存在確認から捕獲支

援に至るまでの技術実証を行い、山梨県南アルプス市塩前地区での本年 4 月 20 日

（土）の実証実験（存在確認から猟銃による捕獲まで完遂）において、国内で初め

て成功しました。 
近年、全国的に課題となっている野生動物による被害と高齢化等に伴う捕獲経験

者の減少が深刻化しています。今後、この技術を用いることにより、効率的かつ安

全な捕獲活動が可能となり野生動物による被害軽減につながります。このような捕

獲・被害軽減には、技術開発はもちろん本活動のような地域連携が必要不可欠であ

るため、更なる連携の拡大と強化により、将来的な野生動物の保護管理に大きく寄

与することが期待されます。 

※共同研究グループ構成団体及び構成員 
・一般社団法人山梨県猟友会 会長 塚田豊 
・南アルプス市猟友会白根分会 分会長 清水定雄 
・南アルプス市猟友会八田分会 分会長 藤澤俊彰 
・国立大学法人 京都大学 東南アジア地域研究研究所 渡辺一生 
・国立大学法人 山梨大学 森琢磨 

※試験協力 
・山梨県森林総合研究所 資源利用科 大地純平 
・株式会社 ワールドリンク&カンパニー（代表取締役 須田信也） 

プレスリリース 
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◎ 背景・課題 
 近年、全国的に野生動物、特にニホンジカによる被害が深刻化しています。個体数の増加、生息域の

拡大等、自然環境の変化が要因である一方で、高齢化による狩猟者の減少や森林・農地の荒廃といった

社会環境の変化も大きな要因となってきています。このため、被害対策のひとつとして捕獲が実施され

ていますが、現行の技術では、高度な経験に基づく狩猟者による存在確認ができなければ捕獲活動が実

施不可能なばかりか、存在確認ができていない状況での捕獲では最悪の場合に捕獲の空振りなど非効率

な作業となってしまう問題があります。さらに、山梨県のように急傾斜地の多い地域では、猟銃による

捕獲の安全管理において、捕獲対象生物位置と猟銃による捕獲者の配置と連携が必要不可欠であり、こ

れが高度な経験を有する捕獲経験者により担われてきました。つまり、高度な経験を有する狩猟者が減

少していく現状においても被害軽減のためには、適正な個体数に適合させていく保護管理のための実務

としての効率的な捕獲技術の確立と安全性の確保が強く求められています。 

 このような状況のなか、近年、個体数調査においては小型 UAV（以下、ドローン）を用いた調査技術

に期待が高まり事例がみられるようになってきました。特に、従来のRGB画像からの色判別のみでは識

別困難であったニホンジカの調査において、ドローン搭載の熱赤外センサを活用して地表面との温度差

に着目した試みが開始されつつありますが、未だ実際の猟銃による捕獲現場において捕獲者と連携して

実効力のある捕獲活用策の確立に至っていないのが現状です。 

◎ 今回の成果 

 ドローン搭載の熱赤外センサを活用したニホンジカの数と位置の観測情報を、猟銃による捕獲者と連

携利用することが捕獲に結びつき、ドローン搭載の熱赤外センサによる支援が捕獲に有用であることが

実証されたことが大きな成果です。ニホンジカの存在場所を本技術により捕獲活動開始前に把握できる

ため、現場において効果的な捕獲場所の選定に活用できることに加え、現地で実効力がある追い込み計

画と安全な実施計画策定に寄与でき、その結果、捕獲作業労力の減少と捕獲者の安全性の向上に寄与す

ることが明らかとなり、今後のニホンジカの捕獲作業の発展に一石を投じる大きな一歩となります。 

◎ 手法 

 山梨県南アルプス市塩沢地区を対象として本年 4 月 20 日（土）において、ドローン本体は DJI 社

Matrice200 及び同210、カメラはZenmuse XT2 及びZ30（図1参照）を用い、ニホンジカ捕獲に着手す

る一定時間前に調査フライトを行い、近隣の存在確認を行いました。本手法のポイントは、（一般的に

熱赤外線カメラ使用というと夜間利用を想定されがちであることに対して）一日の中で温度が最も低い

「日の出前後」にドローン搭載の熱赤外センサにより観測することで、観測画像からニホンジカと地表

面温度の差をもとに短時間で存在を判別したことにあります（図2参照）。得られた存在位置は地図上

に示すことで捕獲計画の策定と捕獲者同士の配置の相互確認に利用（図3参照）し、その後の捕獲実行

に着手しました。捕獲作業中は、ドローン及びGPSで捕獲者と捕獲対象の位置の監視と、捕獲作業者に

対して情報伝達することで支援を行いました。 

◎ まとめ 
 今後、野生動物による被害対策において、適切な保護管理に欠かせない技術開発、特に個体数を判明

させることと、存在確認からの捕獲実務を確実かつ安全に実施する方法が必要です。本実証実験により、

ドローン搭載の熱赤外センサによる効率的な捕獲対象であるニホンジカの存在の観測と可視化が、捕獲

作業に従事する有資格者（狩猟免許保持者）にとって、非常に有用であることが明らかになりました。

今後、この実証研究を継続・発展させることでドローン連携による捕獲作業の事前計画策定と実施にお

ける標準化を目指すことで、更なる効率化と安全性の向上が期待されます。加えて、関連技術の発展（位

置情報共有端末・ソフトウェアの開発と効果的かつ安全利用ための利用指針の開発など）にも進めてい

きたいと考えています。 

さらに、このニホンジカ被害軽減には、本活動のような様々な団体や地域連携が必要不可欠ですので、

更なる連携の拡大と強化により、野生動物の保護管理に貢献していくことを目指していきます。 
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図 1. 使用したドローンおよび熱赤外線カメラ 
（カメラ左：RGB カメラ Z30, カメラ右：熱赤外線カメラ XT2） 

 

図 2. RGB カメラ（左：Z30）と熱赤外線カメラ（右：XT2）によるニホンジカ観測の比較 
  （左の RGB 画像のように非常に高解像度画像であれば視認は十分に可能であるが、 
   右の熱赤外線画像では現場で容易に判別が可能。特に左端の１頭は RGB 画像（左） 
   ではひと目では判別しにくい（植生の陰）が、熱赤外画像（右）ではニホンジカの   
   形まで詳細かつ確実に判別できる） 
 

 
図 3. 実証実験の様子 

（左）ドローンのセットアップ （右）ドローンカメラと地形図を照らし合わせる 

図 4. 実証実験に携わったメンバー 


